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「成功するためには、人生の避けられない障害や不平等に対処するために弾力的に奮闘する自己効力感が必要である」。
  



  

    
アルバート・バンデューラ
  



 






 






 






  

    

自己効力感とは何ですか？自己効力感と自尊心の違いは何か？この概念はどのように人々の生活の質に大きな影響を与えるのか？
  



 






  

    

アルバート・バンデューラは、このような疑問に対する答えを探し求めることに、その研究と全人生を捧げてきた。これらの問いは、彼が研究を始めた当初から、高名な心理学者を深く魅了し、人がどのように機能するかについての魅力的で意外性のない洞察を提供してきた。
  



 






  

    

この研究を通じてバンデューラは、モチベーション、レジリエンス、自己修練に関連する複雑な問題を明確にし、心理学の展望を形作ることに大きく貢献した。彼の研究は、人間の行動を理解する上での基本的な柱となっている。
  



 






  

    

本書では、自己効力感という概念と、その理論がいかに心理学や世界中の何百万人もの人々の生活に影響を与えてきたかを深く探っていく。アルバート・バンデューラが数十年にわたる研究と調査を通じて、この革命的な考え方をどのように発展させたのか、また、困難に立ち向かい、目標を達成する能力に対する認識が、私たちの運命を左右することをどのように実証したのかを明らかにする。
  



 






  

    

しかし、本書は理論だけを検証するものではない。本書では、日常生活における自己効力感の実践的な応用についても概観する。この概念が、モチベーションやレジリエンス、さらには心身の健康といった側面に作用することで、人々の日常生活を向上させるためにどのように利用できるかを見ていく。セルフ・エフィカシーがキャリアの決定や個人的な人間関係などに影響を与えることを発見するでしょう。
  



 






  

    

各章では、これらの概念に関連する科学的研究、理論、具体的な事例を探っていく。また、バンデューラの理論が心理学における他の重要な考え方とどのように関わっているのかも見ていく。
  



 






  

    

したがって、本書はアルバート・バンデューラの精神と、自己効力感に関する彼の革命的理論を巡る真の旅である。心理学を学ぶ学生であれ、専門家であれ、あるいは単に自分の人生をより良くしたいと願う人であれ、本書は知識とインスピレーションの源となるだろう。自己効力感のパワーを探求し、それをどのように応用すれば驚くような方法で人生を変えることができるかを発見する準備をしよう。
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アルバート・バンデューラの人生と教育の初期の物語を理解することは、後の自己効力感に関する彼の研究の基礎を理解するための基本である。彼が幼少期、青年期、修業時代に経験した出来事、経験、教えが、人間心理に関する彼の理論や視点の基礎を築いたのである。
  



 






  

    

若い頃、バンデューラは社会的・文化的背景の中で育ち、それが彼の世界観に大きな影響を与えた。大恐慌の時代にカナダの小さな町で育った彼は、経済危機の中で人々が直面した困難を目の当たりにした。このような経験から、彼は個人が目標を追求する際に直面する困難に特に敏感になった。当時の苦難はまた、人間の回復力や、逆境に対処する強さをどのように見出すかについての彼の好奇心にも影響を与えた。
  



 






  

    

彼の成長の背景の影響は、自己効力感への関心にはっきりと表れている。人々が日常の困難にどのように対処しているのか、また困難に対処するための資源をどのように開発しているのかを観察することによって、バンデューラは、自分自身の能力に関する個人の信念について、またそれが人間の行動や幸福にどのような影響を与えるのかについて、根本的な問いを投げかけ始めたのである。
  



 






  

    

彼の教育と訓練もまた、こうした問題に対する異なる視点の創造に貢献した。心理学を学び、学習理論や社会心理学に関心を抱いたことで、バンデューラは、人が観察を通してどのように学習し、どのように自分の能力に自信をつけていくのかを探求するための概念的なツールを手に入れた。彼の研究と当時の著名な心理学者たちとの協力は、人間の行動を駆り立てる精神的プロセスの探求にさらに彼を駆り立てた。
  



 







  
アルバート・バンデューラは
1925

  
年
12

  
月
4

  

 
日、カナダのアルバータ州マンデアで正確に生まれた。幼い頃から心理学に強い関心を示し、独学で本を読むことから始めた。ブリティッシュコロンビア大学で学び始め、
1949

  
年に優等で卒業。その後、
1952

  
年にアイオワ大学で臨床心理学の博士号を取得。



 







  

  学究的なキャリアを積んだバンデューラは、スタンフォード大学の心理学教授として
50

  
年以上勤務した。また、アメリカ心理学会（
APA

  
）の会長も務め、
APA

  

  科学研究賞や全米科学メダルなど、心理学分野への貢献に対して数々の栄誉や賞を受賞している。



 







  

 
バンデューラは、人間の行動における観察と模倣の役割を強調した社会的学習理論でよく知られている。そして、人が困難にうまく立ち向かい、望ましい目標を達成するために必要な行動をとる能力に対して示す自信を指す、自己効力感の概念を開発した。こうして彼は、心理学の分野が急速な進化と変化を遂げた時期に、社会心理学の第一人者として頭角を現した。
  




 





1950

  
年代から
1960

  

 
年代にかけて、心理学は古典的条件づけやオペラント条件づけといった、観察可能な行動や学習過程の研究を重視する行動主義的アプローチに支配されていた。しかし、バンデューラは行動主義では人間の行動を完全に説明できないことに気づき、社会学習に関する独自の理論を展開し始めた。この理論は、学習過程における観察と模倣の重要性を強調し、人間の行動のより完全で統合的な見方を提供した。



 






  

    

形成期に行われた研究が、研究者の将来の発見に大きな影響を与えることを認識することが重要である。心理学のより広範な文脈において、バンデューラは認知心理学や愛着理論など、実に多くの思想潮流の影響を受けた。こうしたさまざまな影響は、彼の人間行動観を形成し、自己効力感という革新的な概念を発展させるのに役立った。
  



 






  

    

本書では、アルバート・バンデューラの人生と理論を、彼の自己効力感の概念に焦点を当てて探求する。彼の研究と心理学への貢献を分析し、人間の行動と社会の変化における自己効力感の重要性を詳しく洞察する。以下の章では、自己効力感がどのように発達していくのか、また、様々な個人的領域でどのように応用できるのかを検証する。
  



 






  

    

すでに述べたように、バンデューラはカナダのアルバータ州にある小さな田舎町、ムンダーレで育った。彼はポーランド移民の息子だった。彼の両親、チャールズ・バンデューラとマリア・バンデューラはともに非常に決断力があり、独立心が強かった。
  



 







  

  バンデューラ一家は質素な家に住み、アルバートは
3

  

  人兄弟の末っ子だった。幼い頃から好奇心と学習意欲が旺盛で、社会的な知性も高かった。アルバートが
11

  

  年生まで通ったムンダーレの学校は、あらゆる年齢の生徒が通う
2

  

  部屋の施設だった。限られた資源にもかかわらず、バンデューラは常に教育と学習に強い関心を示していた。



 






  

    

この時期、彼は貧困や地理的な孤立など、多くの困難に直面した。しかし、こうした困難が彼の人格を形成し、決断力を養った。逆境を克服する能力は、彼の幼少期における重要な要素であり、個人としても心理学者としても、後年に大きな影響を与えることになる。
  



 






  

    

これに関する最も興味深く不思議な逸話のひとつに、バンデューラの心理学への取り組み方がある。学生時代の最終学年に、彼はまったくの偶然から心理学の講座に出会った。学校には非常に小さな図書館があり、バンデューラは利用可能な本をすべて読み始めた。ある日、彼は本棚に忘れられていた心理学の教科書を見つけた。興味をそそられた彼はその本を読み始め、このテーマに熱中するようになり、心理学の道に進むことを決意した。
  



 






  

    

もうひとつの重要な逸話は、バンデューラが幼少期に経験した権威主義的な教師に関するものである。この教師は生徒に体罰を加え、公の場で恥をかかせる習慣があった。バンデューラは、この経験が権力や権威に対する彼の認識にどのような影響を与えたか、また、後に社会的学習理論や自己効力感に関する彼の研究にどのような影響を与えたかを振り返っている。
  



 






  

    

バンデューラの初期の体験は、彼が直面した困難や他者との交流を含め、彼の個人的および専門的な成長に大きな影響を与えた。このような出来事は、彼の心理学への関心を形成し、人間の行動を理解し説明しようとする決意を固めるのに役立った。バンデューラはそのキャリアを通じて、こうした人生の教訓を研究や理論に生かしてきた。
  



 







  

 
思春期を通じて、彼は知的好奇心と学習への関心の高さを示し続けた。ムンダーレの田舎では教育の機会は限られていたが、バンデューラはめげなかった。
11

  

  年生まで学校に通いながら、当時としては最先端の学際的なアプローチで、常にさまざまな分野の知識を広げようとした。



 







  

  これはおそらく、バンデューラが非常に独立心が強く、独学で学んだ
10

  

 
代だったことに起因している。彼のコミュニティには教育資源が乏しかったにもかかわらず、彼は読書と学習への情熱を育んだ。この情熱が彼を駆り立て、古典文学から科学書まで、田舎で手に入る本は何でも読んだ。
  




 






  

    

直接的に学ぶ可能性がない場所でも、未来の心理学者は日常生活で応用できるパターンを認識しようとした。実際、彼の青春時代のもうひとつの興味深い逸話は、洋服店での仕事体験だった。ここで彼は店員として働き、小遣いを稼いで家族を養った。この仕事のおかげで、彼はさまざまな人々を観察し、交流することができた。こうした観察が彼の心理学への関心を高め、人間の行動における社会的学習と模倣の役割に関する考えを形成した。
  



 






  

    

この時期、バンデューラは個人的な困難にも直面し、それが彼の人格と決意をさらに強固なものにした。彼は、コミュニケーションや自己表現を困難にする言語障害である吃音に苦しんでいた。しかし、この困難に落ち込むことなく、彼女はそれを克服し、コミュニケーション能力を向上させようと懸命に努力した。この経験は、個人的な困難を克服するための自己効力感と回復力の重要性に対する彼女の信念を強くした。
  



 






  

    

全体として、アルバート・バンデューラの青年期は、彼の性格や心理学に関する考えを形成する上で重要な時期であった。彼の個人的な経験や仕事上の経験、そして学習や読書に対する情熱は、心理学者や研究者としての将来のキャリアの基礎を築いた。この時期に学んだことは、彼の理論や将来の研究活動に永続的な影響を与えた。
  



 







  
ムンダーレで
11

  

  年生を終えたバンデューラは、ブリティッシュ・コロンビア大学に編入し、
1949

  

  年に心理学を優等で卒業した。大学では、心理学の第一人者のもとで学び、研究にも積極的に参加した。



 







  
その後アイオワ大学で研究を続け、
1952

  

 
年に臨床心理学の博士号を取得した。博士課程では、著名な行動学者でクラーク・ハルの共同研究者であった心理学者ケネス・スペンスと共同研究を行った。この共同研究はバンデューラの考えに大きな影響を与え、彼の社会的学習理論の形成に役立った。
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1953

  

  年、スタンフォード大学で講師として働き始め、以後
50

  

 
年以上にわたって同大学に在籍した。スタンフォード大学在学中、彼は社会心理学と学習心理学の分野で幅広い研究を行った。最も有名な研究のひとつは、
1960

  

  年代に行われたボボ人形実験で、人間の行動における観察と模倣による学習の重要性を実証した。



 






  

    

ボボ人形実験は、社会的学習理論の定式化にとって極めて重要であった。この実験では、子どもたちは「ボボ」と呼ばれるインフレータブル人形に対して攻撃的に振る舞う大人のモデルを観察した。その後、子どもたちは同じ人形や他のおもちゃがある部屋に入れられた。研究者たちは、攻撃的なモデルを観察した子どもは、そのような行動を目撃しなかった子どもよりも、人形に対して攻撃的な行動をとる可能性が高いことを発見した。この実験は、社会的学習理論に確かな実証的根拠を与えた。
  



 







  

  社会的学習に関する研究と並行して、彼は自己効力感（
self-efficacy

  
）
  

    

  
  [1]

  
 
という概念を開発した。自己効力感とは、個人が困難に対処し、望ましい目標を達成する能力に対して持つ自信のことである。バンデューラは、人間の行動や社会の変化における自己効力感の重要性を強調し、自己効力感が高い人ほど、困難な状況に取り組み、忍耐強くやり遂げる可能性が高いと主張した。



 







  

 
スタンフォード大学での長いキャリアの中で、社会的学習の理論と自己効力感の概念を発展・深化させ続けた。社会的学習理論』（
1977

  
年）、『自己効力感：コントロールの行使』（
1997

  

 
年）など、このテーマに関する論文や著書を多数出版。心理学への貢献により、アメリカ心理学会の科学研究賞や全米科学メダルなど、数々の栄誉や賞を受賞している。



 






  

    

科学的研究に加え、バンデューラは次世代の心理学者の教育にも大きな影響を与えた。講師として、また指導者として、彼は多くの学生や同僚に、社会的学習や自尊心の分野でさらなる教育を追求するよう促した。かつての教え子たちの多くは、心理学の分野で著名な人物となり、幅広い文脈で彼の考えを広め、応用することに貢献している。
  



 






  

    

そのキャリアを通じて、教育、医療、公共政策などさまざまな分野の研究者や実務家とも協力してきた。彼の研究は、ポジティブな変化を促進することを目的とした社会的学習に焦点を当て、これらの分野における実践と理論に大きな影響を与えてきた。
  



 






  

    

まとめると、アルバート・バンデューラの大学時代と就職は、心理学分野での長く成功したキャリアの基礎を築いた。彼の先駆的な研究は、人間の行動や、人がどのように困難に立ち向かい、目標を追求するかについての理解に、永続的な影響を与えた。彼の研究は、今日に至るまで世界中の研究者や実務家を刺激し、訓練し続けている。
  



 







  

  壮年期のアルバート・バンデューラは、社会的学習の理論と自己効力感の概念を発展・深化させ続け、
20

  

 
世紀で最も影響力のある心理学者の一人となった。彼の学術的研究は関連分野にも多大な影響を与え、その理論は教育、メンタルヘルス、モチベーション、組織変革など幅広い文脈で応用されている。
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  晩年、バンデューラは科学界で指導的役割を果たした。アメリカ心理学会（
APA

  

 
）の会長であり、数多くの専門組織や学術団体のメンバーであった。アメリカ芸術科学アカデミーや全米科学アカデミーの会員に選出されるなど、その業績に対して多くの賞や栄誉を受けている。



 






  

    

仕事上の成功にもかかわらず、バンデューラは謙虚で親しみやすく、学生や同僚のフォローや指導に時間とエネルギーを割き、科学界や一般の人々と知識や経験を分かち合った。バンデューラは晩年まで研究活動を続け、論文や本を出版し、社会心理学の文献に多大な貢献をした。
  



 






  

    

晩年になっても、彼はこの分野で影響力と尊敬を集める人物であり続けた。引退後も、学会に出席し、自分の考えを伝え、社会的学習と自己効力感の分野の研究を支援するなど、学界で積極的な存在感を示し続けた。
  



 







  
バンデューラは
2021

  
年
7

  
月
26

  
日に
95

  

 
歳で逝去し、重要な文化的遺産を残した。彼の社会的学習理論と自己効力感の概念は、幅広い分野における研究と実践にインスピレーションと指針を与え続け、前向きな変化を促進し、個人と集団の幸福を向上させるのに役立っている。



 






  

    

共通項を見つけるとすれば、アルバート・バンデューラの生涯は、人間の行動に関する知識と理解の探求への絶え間ない取り組みによって特徴づけられたと言える。心理学者・研究者としての彼のキャリアは、心理学の分野をはじめ、多くの学問分野に大きな影響を与えた。彼の遺産は、科学への貢献と、長く実り多きキャリアの中で直接的・間接的に影響を与えた数え切れないほどの人生を通して、今もなお続いている。
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